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１．はじめに
私は，平成元年に東京水産大学に赴任し平成 25 年 3 月をもって海洋科学部を退職しました。専門は生物海洋学，浮遊生
物学で，練習船を用いた海洋生態系の研究や観測機器の開発に多くの時間を割きました。海鷹丸の遠洋航海には 9回乗せて




180万トン以上）が起こるまでは，最大の流出事故でした。米国は NOAAの研究船マウント・ミッチェルを 1992年 2月か
ら 6月に派遣し調査を行いました（Marine Pollution Bulletin, Vol.27, 1993参照）。日本政府は国際貢献の一環として，同様の
環境調査のために研究船を派遣することを計画しましたが，まだ機雷が残っていると言われる状況下でこれに応える機関は








Otsuki, M. Y. Abdulraheem and R. M. Reynolds eds. Offshore Environment of the ROPME Sea Area after the War-Related Oil Spill-



























関する研究を行いました。外国人の参加者は 5か国からの 11名で，日本人の教職員，学生を合わせて 28人で，記念写真に
は乗組員，専攻科生，研究グループ，取材陣を合わせて極めて多彩で多人数の乗船者が写っています。また，国際交流の
シーンはデッキや研究室での観測，採集，サンプル処理の他に，右の列の写真にあるように，食堂で，ブリッジで，サロン
でと船上のいたるところで見られ，極めて国際的な航海であり，様々な人々が交流を深めた様子が見られます。研究の成果
も着々とあらわれており，海洋観測支援センターのホームページで業績をご覧頂くことができます。
４．おわりに
以上のように，海鷹丸は世界に開かれた観測研究，さらに教育の場として大きな成果を上げてきました。歴代の船長，乗
組員の皆様には大変お世話になり有難うございました。専攻科生の諸君には，観測の手伝いをして頂き，また生活面でご面
倒をおかけしましたが，いろいろな国の研究者と交流したり，最新の観測機器や技術に触れることができたりしたことは，
面白くもありまた，その後の社会活動においてお役にたったところも多いのではないかと思います。
運営費交付金がしだいに削減され，大学経営が難しくなる中で，練習船の維持や遠洋航海の実施はますます困難になると
思われますが，練習船による教育・研究は本学の最大の特色であり，それを世間に発信していく大きな手段となります。練
習船による教育・研究に携わる方々は，従来から外部資金を獲得し，また成果を学会，社会に示す努力をされてきましたが，
なお一層の努力をお願いいたします。また，全学の皆様方には，長い歴史の中で果たしてきた練習船の大きな役割と，海洋
基本計画でうたわれている海洋資源の開発利用，環境保全，海洋調査の推進，国際協力の推進，海洋に関する国民の理解の
増進などに資する数少ない大学としての特色をご理解いただき，練習船に対しますますご支援賜りますようお願いいたしま
す。
